























るが、今回は IGRI 試験について説明する。IGRI 試験には、リンパ
球が結核特異抗原の刺激により産生された INF- γ濃度を測定する
QFT-3G と、結核特異抗原の刺激により INF- γを産生した T リン
パ球を数える T-SPOT の２種類がある。結果は陽性・陰性・判定










ぼ同じで、T-SPOT が主流となりつつある。当院では 2013 年 2 月





















採血し抗百日咳毒素抗体価（抗 PT 抗体価：以下抗体価 ）を測定
した（EIA 法・デンカ生検）。抗体陰性者には DTaP ワクチン 0.2 
ml を接種し、接種後に副作用調査と抗体価測定を行った。
【結果】職員 105 名中（22 歳～ 60 歳），抗体価 10EU/ml 未満は 16
名（15 ％），100EU/ml 以上は 5 名（5 ％）であった．当初は抗体
価 10EU/ml 未満の者を陰性者としてワクチン接種を行う予定だっ
たが，これまでの報告（陰性者 50 ～ 70％）に比し非常に少なかっ
たため暫定的に 30EU/ml 未満（65 名，62％）の職員に接種を行っ
た．接種後（15 日～ 120 日後に測定）の抗体価は，10EU/ml 未満
が 5 名に減少し，18 名が 30EU/ml 以上に上昇した．重い副作用は
認めなかった．
【考察】一般に抗 PT 抗体価が 10EU/ml 未満の場合を抗体陰性者
とされている．当院での陰性者が少なかった理由は不明である．
DTaP ワクチンの減量接種により陰性者全員を陽性者にすることは

























コレート寒天培地、BTB 寒天培地、変法 GAM 寒天培地にて 48 時
間後に微小コロニーを認めた。コロニーのグラム染色にて分岐し
たグラム陽性桿菌を確認、Kinyoun 染色にて抗酸性陽性。β - ラク
タマーゼ陽性。簡易同定法である薬剤感受性試験法にて Nacardia 
farcinica と推定同定した。詳細な菌種同定は、専門機関に依頼中
である。
【考察】通常、ノカルジア属の発育には時間を要し、培養できないケー
スも多く、グラム染色は本菌を推定するのに有用である。正確な同
定は、一般の細菌検査室では困難であるが、β - ラクタマーゼ産生
能や薬剤感受性パターンなどを用いた簡易鑑別法により、菌種推定
を行うことが重要である。本症が疑われていない症例の検体では見
逃しの可能性もあり、検出率を上げるには免疫抑制剤使用などの患
者情報入手が大切であり、臨床と検査室との連携が重要となる。
